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学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

学期制度
■前期：４月１日～９月３０日
■後期：１０月１日～３月３１日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法

長期休み

■学年始：４月１日
■春　 季：３月２３日～４月２日
■夏　 季：８月２日～９月１日
■冬　 季：１２月２４日～１月５日

卒業・進級
条件

卒業要件：

評価の基準：
定期試験・出席状況・学習態度等を総
合し、認定を行う

評価の方法：
優、良、可、不可をもって表し、優、
良、可、を合格、不可を不合格とする

（別紙様式４）

令和5年9月5日 ※1
（前回公表年月日：令和4年９月２０日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

かんな福祉専門学校 平成19年1月19日 塚田　純也
３６７－０２３２
埼玉県児玉郡神川町大字新里２７７９－５
０４９５－７４－１２９４

社会福祉法人神流福祉
会

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

昭和63年9月28日 岡泉　淳
３６７－０２４４
埼玉県児玉郡神川町大字八日市７３９－２
０４９５－７７－１２１２

教育・社会福祉 社会福祉専門課程 介護福祉科
平成６年文部科学省

認定
ー

学科の目的
学校教育法並びに社会福祉士及び介護福祉士法に基づき、介護福祉士の領域に関して広く知識と技能を習得して、地域福祉に貢献できる有能な福祉専
門家を育成することを目指す。また、「笑顔」「健康」「誠実」を基本とし、介護を通して「心と心との触れ合い」ができる人間性豊かな介護福祉士の養成を目
的とする。

分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

認定年月日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

平成28年2月19日

時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

2 昼間
1901 1310 141 450

■課外活動の種類
■個別相談・指導等の対応
教育相談、教員・友人の支援、家庭訪問、保護者面談等きめ
細かい指導で対応

■サークル活動： 有

■その他
・進学者数：　　　　　　　　　　　　0人

卒業までの２年間で、キャリアコンサルティングを３回および
年２回の就職ガイダンスを開催し、就職に向けての意識付け
を実施

介護老人保健施設、サービス付き高齢者向け住宅、特別養
護老人ホーム、デイサービスセンター、住宅型有料老人ホー
ム　等

（令和3年度卒業者に関する令和4年5月1日時点の情報）

（例）学生自治組織・ボランティア・学園祭等の実行委員会等

神川町産業祭、施設の行事等へのボランティア活動

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当する
か記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの

③その他（民間検定等）

　
■自由記述欄
（例）認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等

78■就職率　　  　　　 　　　　：
■卒業者に占める就職者の割合

： 78

令和4年4月1日時点において、在学者26名（令和4年4月1日入学者を含む）
令和5年3月31日時点において、在学者36名（令和5年3月31日卒業者を含む）
■中途退学の主な理由

体調不安

就職等の
状況※２

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■就職指導内容

■卒業者数 18
■就職希望者数 18

■主な就職先、業界等（令和4年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等

年度卒業者に関する令和4年5月1日時点の情報）

■就職者数 14

■中退防止・中退者支援のための取組
教育相談・生活相談・学習相談・補講・補習個別指導の徹底

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度： 有
※有の場合、制度内容を記入

くじら山奨学金・・・本校入学金相当額（225,000円）支給
新卒者：評定平均値「３．５」以上の者
■専門実践教育訓練給付： 非給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載



受審年月：

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ
http://www.kanna.ac.jp

（留意事項）
１．公表年月日（※１）
最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後１か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７月末を基準日として最新の情報を反映
した内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

２．就職等の状況（※２）
 「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて（通知）（２５文科生第５９６号）」に留意し、
それぞれ、「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」又は「学校基本調査」における定義に従います。
（１）「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」における「就職率」の定義について
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留年」
「資格取得」などを希望する者は含みません。
③「就職者」とは、正規の職員（雇用契約期間が１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通知などが出された者）をい
います。
※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の
者、留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。
（２）「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家・自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職
者とはしません（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う）。
（３）上記のほか、「就職者数（関連分野）」は、「学校基本調査」における「関連分野に就職した者」を記載します。また、「その他」の欄は、関連分野へのアルバイト者数や進
学状況等について記載します。

３．主な学修成果（※３）
認定課程において取得目標とする資格・検定等状況について記載するものです。①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、②国家資格・検定のうち、修了と
同時に受験資格を取得するもの、③その他（民間検定等）の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述欄には、各認定学科における代表的
な学修成果（例えば、認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等）について記載します。

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ



種別

③

③

③

－

－

（年間の開催数及び開催時期）

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

・国家試験対策の授業を年度早期の段階でカリキュラムに反映させる。・授業の中で今以上の体験活動を行えるようカリ
キュラムを編成する。・実習中の指摘事項を指導できるようカリキュラムを編成する。等の意見を踏まえ、より良いカリキュラ
ムの編成を行う。

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

濵中　信世 医療法人健秀会　介護老人保健施設なでしこ
令和５年４月１日～令和７年３
月３１日（２年）

名　前 所　　　属 任期

根岸　英衣 社会福祉法人英会　総括責任者
令和５年４月１日～令和７年３
月３１日（２年）

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針
本校の教育目標である「地域に貢献できる専門力、実践力、人間力のある介護福祉士」を養成するために、実務に必要な
知識・技術・技能を熟知している地域の介護施設・事業所等の意見を反映させた教育課程を編成し、施設との連携協力を
推進する。具体的には実習、演習、実習指導者会議、就職ガイダンス、合同研修会等を組織的に取り組み、実践的な職業
教育の質的向上を図る。
（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

教育課程編成委員会は、本校の教育課程の編成等に関して調査、分析、考察を行うとともに、施設との連携授業の工夫改
善について、教育課程編成委員会の意見として、教務部会に対して提言を行うものとする。　教務部会は、教育課程編成委
員会の提言を検討し、教育効果の期待できるものについては、積極的に本校の教育課程に反映させるものとする。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

吉田　和弘 社会福祉法人幸寿会　養護老人ホーム清風苑　副施設長
令和５年４月１日～令和７年３
月３１日（２年）

令和4年5月1日現在

塚田　純也 社会福祉法人神流福士会かんな福祉専門学校
令和５年４月１日～令和７年３
月３１日（２年）

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年２回　（１０月、２月）

（開催日時（実績））
第１回　令和４年１０月３１日　１０：２０～１２：００
第２回　令和５年１月２３日　１０：２０～１２：００

川端　博 社会福祉法人神流福士会かんな福祉専門学校
令和５年４月１日～令和７年３
月３１日（２年）



実習Ⅰ

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

実習Ⅱ-２
利用者のニーズを把握し、個別介護を計画的に実施する。
施設運営にも考えを及ぼし他職種との連携の上、チーム
の一員としての介護福祉士像を明確にする。

同上

介護総合演習Ⅲ
介護実習の事前授業として事業所の職員から体験談を伺
い、イメージづくりを行う。

同上

実習Ⅱ-１
学習・実習で得た知識技術を用い、利用者の状況に応じた
個別的な介護を行う。また、他職種との連携をもとに自己
の役割について理解を深める。

同上

介護総合演習Ⅱ
介護実習の事前授業として事業所の職員から体験談を伺
い、イメージづくりを行う。

同上

利用者との人間的なふれあいや、基本的な日常生活援助
を行い、利用者のニーズと介護の機能、並びに施設職員
の役割について理解する。

老人保健施設　本庄ナーシングホー
ム　彩の苑　たまむら　かみかわ　特
別養護老人ホーム　いろりの友　福寿
園　等

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
学内の講義・演習で学んだ介護福祉の専門知識や技術を、施設等の実習を通して体験・活用することによって、理論と実際
とを統合し、利用者に対して実践的な生活援助ができる能力を養う。また、施設は、多様なコミュニュケーション技術、他職
種連携等を体得できる極めて重要な場でもある。こうした観点から、学校と施設等が密接な連携をとり、互いに進取の精神
をもって実習教育を行う。
（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

１　実習Ⅰ
　　利用者との人間的なふれあいや、基本的な日常生活援助を行い、利用者のニーズと介護の機能、並びに施設職員の役
割について理解する。評価は実習指導者と学校とによる総合評価  ＜内容＞　ア　施設概要の理解（オリエンテーション）
イ　施設職員の職種と役割の理解（施設の法的根拠・設置基準等）　ウ　日常生活援助を通して利用者の理解を深める（①
利用者の背景を知る。②申し送りに参加し、各職種間の連携を知る。適切な連絡、報告を行う。　）　エ　基本的な日常生活
援助を指導者の下で行う（①介護職員とともに施設の日課に沿った援助を実施する。②日常生活援助を通して、利用者と
のコミュニケーションを図る。③週１回のカンファレンスと最終週に反省会を行う。）　オ　介護記録を書く（目標に沿った考察
が書ける。）
２　実習Ⅱ－１
　　学習・実習で得た知識技術を用い、利用者の状況に応じた個別的な介護を行う。また、他職種との連携をもとに自己の
役割について理解を深める。評価は実習指導者と学校とによる総合評価　　＜内容＞　ア　利用者の生活全般の流れの理
解と介護活動（①利用者を受け持つ。②保健・医療関係者など他職種から情報を得る。③利用者の諸記録を読む。）イ　利
用者に応じた適切なコミュニケーション。利用者の障害の形態に応じた援助　（①意思の疎通が難しい利用者に対し、コミュ
ニケーション手段を工夫する。②利用者の日常生活のなかでの楽しみや、レクリエーションの意義、位置づけを理解する。）
ウ　利用者の介護過程を展開するために必要な情報収集・分析・解釈から課題を見出し介護計画を立案する。（情報を分
析・解釈・関連付け・総合化し介護計画を立案する。エ　他職種理解（福祉用具や、自助具の実際を知る。）　オ　施設の社
会的資源としての役割を理解する。（施設と地域の関わりを知り施設で行う様々なサービスを知る。）
３　実習Ⅱ－２
　　利用者のニーズを把握し、個別介護を計画的に実施する。施設運営にも考えを及ぼし他職種との連携の上、チームの
一員としての介護福祉士像を明確にする。評価は実習指導者と学校とによる総合評価　＜内容＞　ア　介護過程の展開を
通して、個別介護を理解する。（利用者の個別介護計画の立案・実践・評価を行う。）イ　介護福祉士としての自己を明確に
し、、チームの一員として介護実践する。（カンファレンスを行い、介護過程についてスーパービジョンを受ける。）ウ　研究的
な視点に立って、介護を実践する。（実習で不足していた知識技術の修得を心掛ける。）エ　施設管理の在り方を理解する。
（施設管理及び施設全体の動きを理解して介護を行う。）
４　演習
介護総合演習Ⅱ、Ⅲ
　　介護実習の事前授業として介護の担う役割やその特殊性重要性について、現場の職員から体験談を伺うことにより、学
生の具体的な実習に結び付ける。



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

自己の職責を自覚し、創意工夫と研究的態度を信条とし、資質の向上に努めなければならない。
（本校就業規則　第１７条の2　服務の心得）
＜研修の方針＞研修は、教職員の専門分野に関連した実務に関する知識、技術及び技能並びに授業及び学生に対する
指導力等の修得向上を目的として、組織的、計画的、効果的及び継続的に行われなければならない。（かんな福祉専門学
校教職員研修規程第３条）　＜教職員の研修＞
１　教職員はその職責を遂行するために、絶えず研究と修養に努めなければならない。
２　教職員は、授業に支障のない限り、承認を受けて、研修のために勤務場所を離れて研修を行うことができる。
３　教職員として必要な知識技術等に関心を払い、校内研修の充実を図るとともに、校外で行われる研修会、研究会等に積
極的に参加し専門分野の知見を深め資質の向上に努める。
４　関係施設等との連携を深め、実務に関する知識、技術及び技能並びに授業及び学生に対する指導力の修得向上に努
める。(同規程第６条 )

福祉機器展示会見学 連携企業等： 東京ビッグサイト

令和元年９月27日（金） 対象： 専任教員

講義力向上のための研修 連携企業等： 社会福祉法人神流福祉会

令和４年１２月１日（木）～１２月１５日（木） 対象： 専任教員

第25回　関西感染症フォーラム 連携企業等： SARAYA

令和４年１１月９日（水）～１２月２日（金） 対象： 校長、専任教員

①専攻分野における実務に関する研修等
（３）研修等の計画

新型コロナウイルスにおける感染対策について

認知症サポーター養成講座 連携企業等： 上里町地域包括支援センター

令和４年７月１８日（月） 対象： 専任教員

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

福祉用具の種類と理解

②指導力の修得・向上のための研修等

認知症に対する正しい理解について

②指導力の修得・向上のための研修等

講義力工場シートを用いた授業参観、協議、検討



種別
行政等委
員
企業等委
員

卒業生

（３）学校関係者評価結果の活用状況
・自己評価に基づく学校関係者評価を実施し、本校の教育活動の質的向上、学校運営の改善を図り、地域の期待に応え
る。
・施設等との密接な連携を重視した学校評価活動によって、教育内容・教育方法の工夫改善に取り組み、学生の意欲・資
質の向上に努める。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守 法令等の遵守
（１０）社会貢献・地域貢献 社会貢献・地域貢献
（１１）国際交流 ―

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目
（１）教育理念・目標 教育理念・目標
（２）学校運営 学校運営

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
・自己評価に基づく学校関係者評価を実施し、本校の教育活動の質的向上、学校運営の改善を図り、地域の期待に応え
る。
・施設等との密接な連携を重視した学校評価活動によって、教育内容・教育方法の工夫改善に取り組み、学生の意欲・資
質の向上に努める。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

礒　安由美 神川町地域包括支援センター　所長
令和５年４月１日～令和７年３
月３１日（２年）

上松　巧 特別養護老人ホーム　千鳥の丘　施設長
令和５年４月１日～令和７年３
月３１日（２年）

（６）教育環境 教育環境
（７）学生の受入れ募集 学生の受入れ募集
（８）財務 財務

（３）教育活動 教育活動
（４）学修成果 学修成果
（５）学生支援 学生支援

※（１０）及び（１１）については任意記載。

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に
関する情報を提供していること。」関係

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： http://www.kanna.ac.jp/jyoho_r4/jyoho9-2-up5.pdf
公表時期： 令和5年6月1日

社会福祉法人神流福士会介護老人保健施設　かみかわ
令和５年４月１日～令和７年３
月３１日（２年）岡野　秀隆

（２）各学科等の教育 各学科等の教育
（３）教職員 教職員
（４）キャリア教育・実践的職業教育 キャリア教育・実践的職業教育

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
①本校の特色ある教育活動の全体像をわわかりやすく発信する。
②学生・保護者・施設関係者が容易に適切な情報を得ることができるようにする。
③施設との連携・協力による教育活動について、分かりやすく示し信頼に応える。
（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの項目 学校が設定する項目
（１）学校の概要、目標及び計画 学校の概要、目標及び計画

（８）学校の財務 学校の財務
（９）学校評価 学校の評価
（１０）国際連携の状況 ―

（５）様々な教育活動・教育環境 様々な教育活動・教育環境
（６）学生の生活支援 学生の生活支援
（７）学生納付金・修学支援 学生納付金

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： http://www.kanna.ac.jp/jyoho.html
公表時期： 令和5年6月1日

（１１）その他 ―
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法
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1 ○
人間の尊厳と
自立

人間の尊厳・尊厳と自立・尊厳保持と自立
支援の実践・人権問題

1
前

30 2 ○ △ ○ ○

2 ○
人間関係とコ
ミ ュ ニ ケ ー
ション

人間関係の理解と形成・コミュニケ―ショ
ンの基礎・コミュニケーション技法と実際

1
前

30 2 ○ △ ○ ○

3 ○ 社会の理解Ａ

生活と福祉（家族・地域・ライフスタイ
ル・生活支援と福祉体系等）・社会保障制
度（社会保障制度の考え方・仕組み・機
能・発達等

２
前

30 2 ○ ○ ○

4 ○ 社会の理解Ｂ

介護保険制度（背景・目的・仕組み・組織
と役割等）障害者自立支援制度（概観・仕
組み・組織と役割）介護実践における諸制
度

２
後

30 2 ○ ○ ○

5 ○
生活に関わる
数学統計処理

インターネットの活用・プレゼンテーショ
ンの活用・表計算の活用（作表・計算式・
関数・グラフ応用等）

２
後

30 2 ○ △ ○ ○

6 ○ 生活文化入門
家庭と家族・家庭と福祉・生活科学と衣食
住・家庭と消費者問題・環境問題

２
前

30 2 ○ △ ○ ○

7 ○
社会保障関連
制度入門

社会保障制度（理念・概要・範囲・機能・
財政・課題等）年金制度、医療保険制度、
介護保険制度、労働保険制度、社会保険制
度等の現状と課題

２
後

30 2 ○ ○ ○

8 ○
組 織 と リ ー
ダーシップ

組織の形態と機能・リーダーシップの形式
と選定・スーパービジョンの機能と実践形
態・事例検討

２
後

30 2 ○ △ ○ ○

9 ○
介護の基本Ａ
①

介護の歴史、介護問題の背景・社会福祉士
及び介護福祉士法 ・ＱＯＬ及びノーマラ
イゼーションの考え方・介護サービスの概
要

1
前

30 2 ○ △ ○ ○

10 ○
介護の基本Ａ
②

人間の多様性複雑性の理解・高齢者の暮ら
しの実際・障害のある人の暮らしの理解・
介護を必要とする人の生活環境の理解

１
後

30 2 ○ △ ○ ○

11 ○
介護の基本Ｂ
①

自立支援及び利用者主体・個別ケア、ＩＣ
Ｆその考え方と展開・リハビリテーション
その考え方と実際・病院、施設、在宅にお
けるリハビリテーション・介護予防・専門
職との連携

１
後

30 2 ○ △ ○ ○

12 ○
介護の基本Ｂ
②

他職種との連携・地域との連携・介護従事
者の倫理

１
後

30 2 ○ △ ○ ○

授業科目等の概要

（社会福祉専門課程介護福祉科）
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



13 ○
介護の基本Ｃ
①

介護における安全の確保・事故防止・安全
対策・感染対策・健康管理の意義と目的・
健康管理に必要な知識と技術・安心して働
ける環境づくり

2
後

30 2 ○ △ ○ ○

14 ○
介護の基本Ｃ
②

介護従事者の心身の健康管理、介護職の
ワークストレスとバーンアウト・介護職の
ストレスマネージメント・腰痛予防と対策

2
後

30 2 ○ △ ○ ○

15 ○
コミュニケー
ション技術Ａ

介護におけるコミュニケーションその目的
と意義と役割・コミュニケーションの技法
（傾聴技法・質問技法）

１
後

30 1 ○ △ ○ ○

16 ○
コミュニケー
ション技術Ｂ

記録による情報の共有化・連絡、報告、相
談の技術・カンファレンスの展開技術

2
後

30 1 ○ △ ○ ○

17 ○
生活支援技術
Ａ①

運動・移動の支援技術（車椅子の介助・歩
行の介助）

１
前

30 1 ○ △ ○ ○

18 ○
生活支援技術
Ａ②

食事の支援技術（生活支援・自立に向けた
移動の介助・自立に向けた食事の介護）

１
前

30 1 ○ △ ○ ○

19 ○
生活支援技術
Ｂ①

自立に向けた居住環境の整備・自立に向け
た排泄の介護・ベッドメーキング

１
前

30 1 ○ △ ○ ○

20 ○
生活支援技術
Ｂ②

排泄の支援技術
１
前

30 1 ○ △ ○ ○

21 ○
生活支援技術
Ｃ①

自立に向けた移動の介護・運動、移動の支
援技術（移動の介助）

１
後

30 1 ○ △ ○ ○

22 ○
生活支援技術
Ｃ②

安楽な体位に関する支援技術
１
後

30 1 ○ △ ○ ○

23 ○
生活支援技術
Ｄ①

障害に応じた生活支援技術・聴覚障害、言
語機能障害につて・運動機能障害に応じた
介護・食事姿勢環境支援技術・内部障害に
応じた介護（心臓機能障害、腎臓機能障
害、呼吸器機能障害・暴行直腸機能障
害）・他職種の役割と協働

１
後

30 1 ○ △ ○ ○

24 ○
生活支援技術
Ｄ②

高度機能障害のある人と生活の理解・生活
支援と環境整備支援技術・介護技術の展
開・他職種の役割と協働連携・認知症のあ
る人に応じた生活支援技術・認知症介護に
おける生活支援の展開・事例にみる認知症
に応じた生活支援技術

１
後

30 1 ○ △ ○ ○

25 ○
生活支援技術
Ｅ①

生活支援と介護予防・生活支援とリハビリ
テーション・生活支援と福祉用具・緊急対
応の知識と技術・障害に応じた生活支援技
術（知的障害・精神障害・発達障害・重複
障害）

２
後

30 1 ○ △ ○ ○



26 ○
生活支援技術
Ｅ②

尊厳の保持の観点から、どのような状態で
あっても、その人の自立・自律を尊重し、
潜在能力を引き出したり見守ることも含め
た適切な介護技術を用いて、安全に援助で
きる技術や知識について修得する。

２
後

30 1 ○ △ ○ ○

27 ○ 介護過程Ⅰ①
介護過程の目的、意義、役割・介護過程と
論理的思考の技術・介護過程とエビデンス
アプローチ

２
前

30 1 ○ △ ○ ○

28 ○ 介護過程Ⅰ②
介護過程とチームアプローチ（ケースカン
ファレンス・サービス担当者会議・介護過
程とケアプラン・他職種との連携）

２
後

30 1 ○ △ ○ ○

29 ○ 介護過程Ⅱ
介護過程の展開（観察・アセスメント・計
画立案・実践・評価）

２
前

60 2 ○ △ ○ ○

30 ○ 介護過程Ⅲ
事例に基づく介護過程の展開（高齢者を対
象とした介護過程の展開・障害者を対象と
した介護過程の展開）

２
後

30 1 ○ △ ○ ○

31 ○
介護総合演習
Ⅰ

介護実習の意義と目的・実習の進め方・注
意点・実習先の理解・見学実習・見学実習
報告会・実習記録の意義と目的・実習記録
の書き方・報告、連絡、相談の意義と目
的・報告連絡相談の練習・事例検討

１
前

30 1 ○ ○ ○

32 ○
介護総合演習
Ⅱ

・実習の意義と目的・自己課題設定・実習
記録の書き方・実習報告書の作成・実習報
告会・介護過程の展開・在宅介護実習の意
義と目的・在宅介護学習の自己課題設定

１
後

30 1 ○ ○ ○

33 ○
介護総合演習
Ⅲ

事例に基づく介護過程の展開（高齢者を対
象とした介護過程の展開・障害者を対象と
した介護過程の展開）

２
前

30 1 ○ ○ ○

34 ○
介護総合演習
Ⅳ

実習Ⅱ―２に向けて（意義と目的・自己課
題設定）・報告書の作成・実習報告会・事
例検討・事例研究発表会

２
後

30 1 ○ ○ ○

35 ○ 介護実習Ⅰ

施設の概要の理解・他職種の役割と連携に
ついて理解を深める。日常生活援助を通し
て、利用者の背景を知り、コミュニケー
ションを図り、利用者の理解を深める。日
常生活上基本的な援助を、指導者のもとで
日課に沿って学習する。

１
後

90 2 ○ ○ ○ ○

36 ○
介護実習Ⅱ―
１

利用者を受け持つ・利用者の諸記録を読
む。他職種から情報を得る。情報を分析し
介護計画を立案する。意思の疎通が難しい
利用者に対し、コミュニケーション手段を
工夫する。利用者の日常生活の中での楽し
みやレクリエーションの意義、位置づけを
理解する。自助具工夫する。施設と地域の
関わりを知る。施設で行う様々なサービス
を知る。

１
後

## 4 ○ ○ ○ ○

37 ○
介護実習Ⅱ―
２

受け持ち利用者の個別介護計画の立案、実
践、評価を行う。カンファレンスを行い、
介護過程についてスーパービジョンを受け
る。今までの実習で不足していた知識・技
術の習得を心掛ける。施設全体の動きに目
を向けた上での個別介護を行う。

２
前

## 4 ○ ○ ○ ○



38 ○
こころとから
だのしくみの
理解Ⅰ

人間の欲求の基本的理解・基本的欲求・自
己概念と尊厳・移動に関連したこころとか
らだのしくみ・日常生活に関連したこころ
とからだのしくみ・身支度に関連したここ
ろとからだのしくみ

１
通

60 4 ○ △ ○ ○

39 ○
こころとから
だのしくみの
理解Ⅱ

人間の基本的欲求と清潔の保持・清潔ケア
の構成要素・入浴清潔保持に関連したここ
ろとからだのしくみ・食事に関連したここ
ろとからだのしくみ・排泄に関連したここ
ろとからだのしくみ・排泄ケアの構成要素

１
前

30 2 ○ △ ○ ○

40 ○
こころとから
だのしくみの
理解Ⅲ

睡眠に関連したこころとからだのしくみ・
心身の機能低下が睡眠に及ぼす影響・医療
職との連携（睡眠）死にゆく人のこころと
からだのしくみ・死の理解・医療職との連
携（死）・呼吸困難時に行われる医療の実
際と介護の連携及び家族との連携

２
後

30 2 ○ △ ○ ○

41 ○
発達と老化の
理解

人間の成長と発達の基礎的理解・老化に伴
うこころとからだの変化と日常生活・要介
護による高齢者の心理

１
通

60 4 ○ △ ○ ○

42 ○
認知症の理解
Ⅰ

認知症を取り巻く状況・医学的側面から見
た認知症の基礎・認知症の人の特長的心
理・行動の理解・認知症介護者の実態と介
護支援サービス・認知症に伴うこころとか
らだの変化と日常生活

１
後

30 2 ○ △ ○ ○

43 ○
認知症の理解
Ⅱ

認知症に伴うこころとからだの変化と日常
生活支援・地域におけるサポート体制・家
族支援における連携と協働・認知症に関す
る行政の方針と施策

２
前

30 2 ○ △ ○ ○

44 ○ 障害の理解Ⅰ

障害の基礎的理解・障害者福祉の基本的理
念・障害の医学的側面の基礎知識・障害の
ある人の生活の理解・自立支援に向けての
介護・身体障害の理解

１
後

30 2 ○ △ ○ ○

45 ○ 障害の理解Ⅱ

障害のある人の生活（医学的、心理的理解
及び生活上の理解・介護上の留意点）・障
害のある人に対する介護の基本的視点・個
別支援・社会資源の利用と開発・家族への
支援・他職種との連携

２
後

30 2 ○ △ ○ ○

46 ○ 医療的ケアⅠ

尊厳と自立・介護実践に関する諸制度・介
護福祉士の倫理・救急蘇生法」・介護実践
における連携・介護における安全確保とリ
スクマネージメント・介護におけるチーム
コミュニケーション・滅菌と消毒・健康観
察・急変状態・呼吸のしくみとはたらき

１
後

18 1 ○ △ ○ ○

47 ○ 医療的ケアⅡ

たんの吸引とは・人工呼吸器のしくみと吸
引・吸引を受ける家族の気持ちと対応・呼
吸器系の感染と予防・緊急を要する状態
（症状）・急変・事故発生時の対応と事前
対策・報告書の書き方・たんの吸引に用い
る器具、器材・吸引の技術と留意点

２
前

18 1 ○ △ ○ ○

48 ○ 医療的ケアⅢ

消化吸収とよくある消化器の症状・経管栄
養法のしくみと理解・経管栄養法上の留意
点・経管栄養に関係する感染と予防・利用
者や家族への対応・急変事故発生時の対応
と事前対策・経管栄養の技術と留意点

２
前

18 1 ○ △ ○ ○



49 ○ 医療的ケアⅣ
たんの吸引（手順の理解）・経管栄養（手
順の理解）・救急蘇生法（手順の理解）・
学習と演習の統合・技術試験

２
後

21 2 ○ ○ ○

50
就職ガイダン
ス

講演会・就職説明会等 20 ○ ○ ○

51
オリエンテー
ション

オリエンテーション 6 ○ ○ ○

51

期
週

合計 科目 84(1901) 単位（単位時間）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

2
0

卒業要件： 必修科目の単位を修得した者
履修方法： 全生徒が全科目を履修する

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分
１学期の授業期間

（留意事項）


